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論 文

保育の時間と空間における
子どもの主体性について

大 元 千 種

On How to Ensure Children’s Autonomy in the Time and Space of Childcare

Chigusa OHMOTO

【要 旨】
２０１７（平成２９）年３月、幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・
保育要領が同時改訂（改定）され、現在、幼児期の教育・保育では子どもたちの主体的活動が
重視され、遊びを中心とした教育が進められている。子どもの主体的活動においては、子ども
が自分で自由に使える時間と空間が保障されていなければならない。しかし、実際には集団保
育の時間も空間も保育者によって管理された枠の中で、子どもの主体性を重視した保育が計画
される必要がある。それは、子どもと保育者それぞれの主体性が問われることになる。
本稿では、どのように保育者が子どもの主体性を尊重した保育を行っていくのかについて、

クラスや集団活動に馴染みにくい３歳児の保育実践をもとに検討を行った。それによって、以
下のことが重要であることが見出された。子どもにとって安心できるクラスであること、子ど
もの今の姿と思いをありのままに受けとめること、保育の計画や「あるべき論」の囚われを崩
すこと、子ども同士の関わりをつくること、保育者間で共通認識をもち協力体制をつくること
である。

【キーワード】
保育、子ども、主体性、時間、空間

１．はじめに

２０１７（平成２９）年３月の幼稚園教育要領、保
育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・
保育要領の同時改訂（改定）により、３歳以上
の子どもについての「幼児教育の共通化」が図
られた。子どもたちの主体的活動が重視され、
遊びを中心とした環境による教育が進められて

いる。子どもが主体的に試行錯誤をしながら活
動をすることができるためには、子どもに十分
な時間が保障されている必要があり、子どもが
自分の判断で行動できる場や環境という空間が
必要となる。しかし、集団保育の場における時
間も空間も子どもが設定したものではない。保
育制度として時間設定がされ、保護者の都合で
子どもたちは集団保育の場にいる。その場所も
子ども自身が選んだものではない。そこには子
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どもの主体性や意見など入らない前提条件があ
るのである。
しかも、「大人の時間」が時計に支配される

直線的で等速的な時間であるのに対して、「子
どもの時間」は円環的で非等速的な時間である
という違いがある（大元，２０２１）１。「時間は他
者との関係によって存在する」２ということから
も、集団保育における子どもたちが過ごす時間
を大人の時間から切り離してとらえることはで
きない。「等速の時間に支配されているときも、
非等速の時間が存在する」３という内山（２０１５）
の指摘のように、「大人の時間」のなかでの「子
どもの時間」の保障を考えていく必要がある。
そもそも客観的な時計の時間秩序に従う「大

人の時間」は、わが国の近代化にとって必要で
あり、近代的学校制度の所産と言われている４。
つまり時間割にみられるような時計時間を基軸
にした直線的等速的時間での生活様式の周知が
学校教育を通して徹底され、現代社会の成立に
至っているのである。したがって、子どもが学
校に就学するということは「大人の時間」に従っ
た生活や行動様式をとることが求められること
になる。「遊び」を通した子どもの主体的活動
が尊重される一方で、「幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿」が強調されるということも、
子どもの主体性が就学後に「大人の時間」で主
体的に学習し活動していく力につながっていく
ことが求められているからだといえる。
内山（２０１５）は、人間の成長の過程は「生き

ていく関係の広がり」５であり、「関係というも
のを把握していなかった幼年期から、それをと
らえるようになっていく少年期への転換をへ
て」、「自己のための自己創造」へと向かい始め
ると述べている６。さらに、「他者と関係を持ち
ながら生きる存在とは、矛盾を克服していく生
き方ではなく、矛盾を内包させながら両者の関
係を収めていく生き方である」という７。
このように考えると、子どもが幼児期の「子

どもの時間」と空間の保障は単純に子どもの好
きなことを好きなだけ好きなところですること
ができる自由な時間と空間の保障ということで
はない。子どもの主体性を保障する保育とは、

子どもが自らの要求と意思でしたいことと保育
者の保育が矛盾していたとしても、双方の関係
性において、その矛盾を内包しつつも収めてい
くという弁証法的に発達する保育といえる。子
どもも保育者もわかり合い納得して折り合いを
つけていくことである。単なる妥協とは異な
り、双方の質的変化がある。
さらに、「主体性」を「子どもが周囲とのあ

いだに結んでいる関係の状態」８ととらえると、
どのような状態であってもすべての子どもに主
体性があり、表れ方が他者や環境との関係で異
なることとなる。つまり、年齢や障がいの有無
にかかわらず大人から見るとマイナス的な消極
的な姿や逸脱行為も、子どもが他者や環境との
関係から関わり方を模索している主体的な姿と
いえる９。
管理された時間と空間の枠の中で子どもの主

体性を保障しながらも保育者が意図する保育を
行っていくことは、子どもと保育者それぞれの
主体性が問われるということでもある。また、
保育において遊びをとおしての子どもの主体性
や主体的活動が求められているが、長時間化し
ている現代の保育においては、遊びだけではな
く生活全体で子どもの主体性が尊重されるべき
である。
本稿では、クラスや集団活動に馴染みにくく

逸脱行動をする３歳児に対する保育実践をとり
あげ、子どもにとっては与えられた「時間」と
「空間」である集団保育の場における子どもの
主体性をいかに尊重していくのか、さらに保育
者が保育を計画していくうえで何が重要となる
かについて、実践的に検討する。

２．方法

（１）研究の手順
３歳児クラスのHm実践１０およびTr実践１１の

記録を分析し、さらにそれぞれの実践者に実践
についての補足を質問紙に記入することを依頼
した。両実践とも、保育室から出ていきクラス
の集団活動に参加しにくい子どもを中心にし
て、クラスの子どもたちとの関係づくりや活動
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の取り組みについての記録である。
両実践者には研究趣旨を説明したうえで、本

稿に記載することについての承諾を文書で交わ
した。

（２）調査期間
１）実践発表時期
Hm実践注１…２０２０年６月・２０２２年８月
Tr実践注２…２０２２年６月・２０２２年９月

２）質問紙への回答
Hm実践…２０２２年１０月２日
Tr実践…２０２２年１０月４日

３．実践記録の概要

（１）Hm実践について
２歳児からの持ち上がりの子どもが半数ほど

の３歳児１６名で担任１名のR組の実践である。
新年度早々では、在園児は活発な子どもが多

く、自分の思いを主張する反面自分の要求が通
らないと喧嘩になる姿があった。一方、新入園
児は不安を感じて保育者のそばを離れられない
子どもや保育室を出ていき園内を走り回ってい
る子どももいたという。非常に落ち着かない状
態の４月のクラスの状況であった。
そのなかでも新入園児のMは、給食と午睡

時以外のほとんどの時間を保育室から出て、同
じく新入児の Sと多目的ホール注３を走り回っ
たり、誰もいない保育室や人気のない遠いトイ
レにいたりすることが多かった子どもである。
登園するとしばらくホールで遊び、一度は保育
室に入ってきても、出たり入ったりして過ごし
ていた。
Hm実践の４月からの１年間の内容は、表１

のとおりである。Mもクラスの他の子どもたち
も大きく変わっていっているが、Hm保育者が
Mと他の子どもたちの言葉や行動から保育を
見なおし、Mも含めて子どもの見方や保育へ

時期 Ｍの行動 他の子どものＭとの行動 Hm保育者の行動
〈他の保育者の行動〉 Hm保育者の思いや気づき

４月 ・保育室にほぼいない。
・ホールか人気のない部屋か遠いト
イレにいる。

・Ｓとホールを走り回る。
・出て行くのを止めると泣き叫ぶ。

・新入園児ＳがＭとホー
ルで遊ぶ。

・最初は出て行くのを止
めていた。

・〈Ｍがいる場所を知ら
せてくれる。〉

・他の職員がいる時はＭ
の元に行って遊ぶ。

・出て行くＭに「ホール
に行ってきます、と
言ってね」と伝える。

・このままだとＭとの関係
がつかないと感じて関わ
り方を見直そう。

・Ｍにとって同じような行
動をするＳや静かな場所
が安心できる。

・今のＭの姿と思いを受け
とめていく。

５月 ・Ｓが大好きで常にＳの居場所を気
にして一緒にいる。

・ホールに出てきた子どもと遊ぶ。
・出てくる子どもが同じ組の子とわ
かる。

・歌や絵本の時間に参加せず部屋の
隅で遊ぶ。

・「だってＭわかんないんだもん」
と母親に伝える。

・「Ｍは？」「Ｍはホール
におるで」と言いに来
る。

・Ｍのところに行って遊
ぶ子どももいる。

・他の子どもに、「Ｍは
ホールにおりたいん
て。行きたかったら
行っておいで」と話す。

・戻ってこなくても意識
できるように「Ｍに始
まると言ってくる」と
子どもたちに伝える。

・他の子どもにＭの行動を
否定的にとらえてほしく
ない。

・他の子どもがＭに無関心
にならないようにした
い。

９月 ・活発で目立つＺを意識し、一番を
争い喧嘩をする。

・Ｚたちの遊びに混じり始める。
・初めて上まで登れた時「Ｚ見て
る？」の声。

・Ｚに認められて誇らしげ。

・Ｚと数人が雲梯やのぼ
り棒に取り組む。

・Ｚ「すげー！」とＭに
言葉。

・ＭとＺの遊びや喧嘩を
見守る。

・ＺにＭが呼んでいるこ
とを伝える。

・Ｍの友達関係が広がる
きっかけ。

・保育者や友達に認めても
らいたい思いが人一倍出
てくる。

１０月 ・「Ｍね、Ｋのために一生懸命、お
茶やってあげたの」と保育者に報
告する。

・「重かったから、びたびたになっ
ちゃった」と笑って答える。

・友達同士でお茶の入れ
合いで床が濡れる。
（Ｍがお茶を入れたK
はおもちゃの取りあい
相手）

・「Ｍが入れたの？」「や
かん重かったやろ？」
とMに聞く。

・満足そうなＭの姿が嬉し
い。

・Ｍの友達への意識が少し
変わり始めた。

表１ Mと子どもたちとHm保育者の変化の過程
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の姿勢を変えていっている変化の過程が見える。
実践記録の最後に、「保育者が安心して自分

の思いをだせる存在であり友だちが一緒にいた
いと思える存在であることが不可欠である」と
まとめがされている。１年間の取り組みのなか
で、クラスの子どもたちもそれぞれの形でM
を受け入れ、クラスの一員として認め、Mも
しだいにいろいろな友達と関わり、時には友達

の思いにも寄り添うことができたということで
ある。友達の思いに寄り添うとは、友達の姿を
「〇〇したらあかん」と否定的にとらえるので
はなく、「〇〇したかったんやなあ」と、互い
に認め合える関係になってほしいという保育者
の思いがそこにある。そのために保育者が、ま
ずは「今の子どもの姿を受けとめ、どんな姿で
もいいよ、という姿勢で関わることのたいせつ

時期 Ｍの行動 他の子どものＭとの行動 Hm保育者の行動
〈他の保育者の行動〉 Hm保育者の思いや気づき

運動
会

・かけっこは参加したがるが、リズ
ムや通し練習には「やらない」。

・かけっこが終わるとその場を離れ
てうろうろ歩き回る。

・体調不良で運動会当日欠席。

・周りの子どもも初めて
の行事でＭが練習に参
加しなくてもあまり関
心をもたない。

・職員間で話し合って、
無理強いせず部分的参
加ができるよう声をか
ける。

２月
生活
発表
会

・「Ｍはライオンマークだからライ
オン」とライオンのお面で「どう
ぶつサーカスはじまるよ」の練習
に参加。

・歌や合奏は参加しない。

・遊戯室での通し練習には「やらな
い。お客さんがいい」と、遊戯室
の一番後ろにいる。

・「どうぶつサーカス見てる」と遊
戯室には入ろうとする。

・しだいにライオン役だけ、最後の
歌だけなど部分的に参加。

・最後の通し練習で「ほんとうはゾ
ウさんがいいんだよね」と話す。

・ゾウの衣装に着替え、一通り練習
に参加。

・当日も劇は一通り参加。
・歌と合奏は「しない」と舞台の隅
で保育者と手をつないで立ってい
た。

・母に「ゾウさん上手だったでしょ」
と自慢気に話す。

・「じゃあ〇〇も見てる」
と参加しない子も出
て、半数以上が舞台に
上がらない時もあっ
た。

・『どうぶつサーカスは
じまるよ』の絵本注５
を題材にした劇遊びに
決定。

・劇遊びはホールで練習
する。

・歌と合奏は保育室で取
り組む。

・〈他のクラスの職員が
保育室で遊ぼうと声を
かける。〉

・急遽ゾウの衣装をM
に渡す。

・Ｍが自信をもってやりた
いと思うことを劇に取り
入れたい。

・体を動かすことが好きな
Ｍが興味をもっていた絵
本を選ぶ。

・やりたがらない子は、保
育室に戻っていてもいい
のではないか（他の保育
者と話す）。

・Ｍの成長を感じられるよ
うになってきた母親に顔
だけでも見てほしい、み
んなと同じ舞台にいてほ
しい。

・Ｍの「やらない」の言葉
のなかに、わからない、
上手にできないかも、恥
ずかしい、でもみんなと
一緒にやりたいというさ
まざまな気持ちが交錯し
ていた。

２・
３月

・クラスで好きな遊びを見つけて遊
ぶようになり、友達にＭから関わ
ろうとする。

・時折保育室から出て行こうとする
が、どこにいるかわかり、保育者
の声で保育室に戻ってくる。

・進級の話の際「ＭはずっとＲ組が
いいな」。

・Ｍの葛藤の姿を母親に
も伝え、ともにＭを見
守る。

・Ｍにとって自分のクラス
が居心地よく、安心でき
るものになってほしいと
いう思いで関わり続けた
１年だったので、嬉し
い。

※実践記録および質問紙回答より作成
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さに気づけた」と締めくくられている。

（２）Tr 実践の概要
３歳児こぶた組は、１３名（うち新入園児５

名）、担任２名でスタートしたが、それまでに
在園児もTr保育者と触れ合う機会があまりな
く、どの子どもも４月当初は新しい環境や人に
戸惑う姿があった。気になる子どものなかでも
R注４は１歳で入園しているが、一人でふらふら
と危ないところに吸い込まれるように行った
り、人見知りがなく公園で散歩をしている人に
話しかけてついて行ってしまったりするなど、

常に目が離せない子どもであった。納得がいか
ないとスムーズに行動できず、気持ちの切り替
えまでていねいに接する必要があった。Tr実
践には、Rの他に新入園児の双子や途中で転園
した子どもも記録されていたが、本稿ではR
のみについて取り上げることとする。
Tr実践の４月からの１年間の内容は、表２

のとおりである。この実践においてもRとク
ラスの他の子どもたちの姿が大きく変わってい
る。保育者自身もRと他の子どもたちの様子
から関わり方を見なおしていっている様子がみ
える。

時期 Ｒの行動 他の子どものＲとの行動 Tr保育者の行動
〈他の保育者の行動〉 Tr保育者の思いや気づき

４月 ・友達の輪に入らず、花を
摘んで生け花のようにし
て一人で遊んでいる。

・散歩にはＲが大好きなＭ
と手をつないで公園に行
く。

・花やお絵かき、製作が大
好き。

・一つのことに夢中になる
と切り替えができない。

・給食の時間になっても外
におり、呼びに行っても
「遊びたいの！」と帰っ
てこない。

・食べるスピードも遅い。

・それぞれが自分たちの遊び
が楽しく、Ｒに関わろうと
する子どもはいない。

・ＭはＲから手をつなごうと
言われると手をつないでは
いるが、積極的に自分から
は手をつなごうとはしな
い。

・公園ではシロツメクサを積
んで花束や指輪にして新入
園児にプレゼントしたりす
るがＲに対してはない。

・あまり触れ合ったことが
ないクラスの子どもたち
なので、どう仲良くなる
かを担任二人で相談す
る。

・毎日公園に出かける。
・たくさん話しながら散歩
する。

・シロツメクサを摘んだ
り、石の上から「やっ
ほー」と声をかける子ど
もたちとやりとりしたり
して遊ぶ。

・〈食べるスピードが遅い
のを見かねて、Ｍがもと
めなくても食べさせたり
する。〉

・子どもたちの好きなこと
や思っていることにしっ
かり向き合っていこう。

・触れ合いを多くもって子
どもたちが安心して過ご
せるクラスになれたらよ
い。

・たくさん遊んで、話し
て、触れ合おう。

・Ｍが息苦しさを感じてい
るようだ。

夏 ・Ｒも水遊びは大好きで他
の子どもたちと一緒に楽
しむ。

・河畔公園の近くの噴水川に
水遊びに行く。

・全身びしょ濡れで楽しむ。

７月
～

・しだいにＲが「ただいま」
と自分から帰ってくるよ
うになる。

・「おかえり」の保育者の
声がない時には、「ただ
いまって言っているで
しょ」と保育者に催促す
る。

・からだを動かすことは好
きで、肋木も楽しんでい
る

・Ｒに対しては、いてもいな
くても気にならない様子。

・特に関わろうとはしない。
それよりも自分たちのした
い遊びをすることが楽しい
様子。

・肋木の下に敷くマットを
「力を合わせて頑張ろう」
とみんで協力して運び、給
食の準備ぎりぎりまで遊
ぶ。

・担任で相談し、Hrが全
体をみて、TrがＲ担当
をする。

・Ｒに対して、話しかけつ
つも帰ってくるまで部屋
で待つ。

・Ｒが帰ってきたら「おか
えり」と笑顔で迎える。

・他の子どもたちには「Ｒ
を迎えに行ってくるね」
と伝えていく。

・Ｒが求めて来る時を待
つ。

・Ｒが部屋に帰ってきた時
は「おかえり」とやさし
く迎え入れる。

・プールが終わってから肋
木を部屋に持ち込んで遊
ぶ。

・クラスの他の子どもたち
は、１，２歳児クラスか
らの持ち上がりの子ども
たちを中心に、Ｒは先生
に任せていたらよいと
思っているようだ。

・いろんなことに挑戦して
ほしいという思いから肋
木に取り組む（Ｒも肋木
でよく遊んでいる）。

表２ Rと子どもたちと Tr 保育者の変化の過程
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この実践では、保育者が一人ひとりの子ども
と向き合い、認めていくことのたいせつさにつ
いて再確認されている。実践の記録の最後に、
子どもたちが一緒に遊ぶ楽しさや安心感の中
で、時には喧嘩をしながらも友達の良さに気づ
き、少しずつ認め合う関係をたいせつにしたい
とまとめられている。

４．保育の時間と空間におけると子どもと保育
者の折り合い

保育者がどう対応していくかで、子どもの行
動が変わってくる。MやRの行動を、Hm保
育者やTr保育者の保育に対する意識と関わり
方の変化に関係づけて考察していく。

時期 Ｒの行動 他の子どものＲとの行動 Tr保育者の行動
〈他の保育者の行動〉 Tr保育者の思いや気づき

１０月
運動
会

・運動会の種目決めの話し
合いには、他の子どもた
ちの傍で様子を見ている
が、自分から話し合いに
参加しているようではな
い。

・肋木は他の子どもたちと
楽しんでやっている。

・友達に励ましや応援をし
てはいないが、友達から
の応援を受けて練習に参
加し、当日も参加した。

・運動会種目を話し合って、
「ケンケンパ→肋木登り→
戸板滑り→ゴールで保護者
とハグ」に決定。

・練習では保育者にハグして
もらうことを楽しむ。

・友達同士で励ましや応援を
受け、肋木にも挑戦する姿
がある。

・運動会当日は全員ゴールま
で行くことができた。

・運動会の種目を子どもた
ちと相談する。

・肋木を使った種目にした
いと子どもたちに提案す
る。

・子どもたちは最後までや
りきれたことが大きな自
信につながった様子。

・Ｒも友達の存在が大きく
なったようだ。

運動
会後

・友達が迎えに来てくれる
とＲも嬉しそうに部屋に
戻るようになった。

・一緒に手を洗ったりおや
つの準備をしたりする。

・着替えも友達に手伝って
もらって、保育者以外に
頼れる人の幅が広がる。

・Ｂは、Ｒが部屋から出て
行ったり、泣いていたりす
ると保育者に伝えにくる。

・Ｂが余裕のない保育者に
「Ｒちゃん呼んでこよう
か」と声をかけ、呼びに行
く。

・次には「Ｒちゃんを迎えに
行くよ」と友達を誘ってい
くようになり、だんだん呼
びに行く子どもたちが増え
てくる。

・Ｒの着替えを４人がかりで
する。

・今まで関心のなかった子ど
もたちもＲに優しく言葉を
かけるようになる。

・運動会後、担任が一人に
なり、Ｒにじっくり関わ
る時間がなくなった。

・１０月入園のＢにはＲが気
になる存在のようだ。

・他の子どもにとってＲは
いてもいなくても関係の
ない興味のない存在のよ
うだったが、Ｂの存在が
クラスの雰囲気を変え
た。

２月 ・その日の気分によってム
ラがあるが、友達に支え
られながら、片付けや着
替え、準備なども少しず
つ力をつけていってい
る。

・友達に誘われて遊ぶよう
になった。

・Ｒの手助けをすることや関
わろうとする。

・Ｒの良さを認め、Ｒも自
分を発信できる友達との
関係ができたらよい。

年中
組に
なっ
て

・ゆっくり時間をかけて一
人で着替えができること
が増えた。

・自分から友達の輪に入り
たいと「いれて」と言え
るようになる。友達と関
わることが多くなり、喧
嘩もしている。

※実践記録および質問紙回答より作成
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（１）Hm保育者の保育に対する意識と関わり
１）保育を進める囚われを崩してMの姿を受

けとめる
表１に示したように、保育室から飛び出して

行き、ほぼ１日をホールやトイレなどで過ごす
Mに対して、Hm保育者は、「今のMの姿と思
いを受けとめていく」ことから始めているが、
最初からありのままのMを受けとめられてい
たわけではない。
質問紙の回答によれば、Hm保育者は保育を

計画どおりに進めたいという思いがあり、他の
保育者の目も気になるという記述がある。Hm
保育者にとってMの行為は悩ましいものだっ
たと考えられる。出て行こうとするMを遊び
に誘うと、「いやだ」、「Mはお外に行きたい
の、やめて」と振り払われ、「止めようとする
と、泣き叫んで抵抗する」など、４月当初は、
Hm保育者も出て行くMを受け入れられず、
なんとか保育室にMを留めたい思いが強かっ
たことがうかがわれる。保育室に引き止めよう
とすることは、保育者からの一方的な要求で
あって、Mの思いとは異なる。Mは、そこに
いたいと思う給食や午睡時には自分で保育室に
いることを決めているのである。その場にいた
くないから外に出ていくのであり、それを引き
止められることは、Mからすると、Hm保育
者は自分のことをわかってくれていないという
思いが強くなるばかりである。
Hm保育者は、一方で「子どもと同じ目線に

立てる保育者」でありたいと願っている。そこ
で、Mの姿を保育者側からではなく、Mの側
から考え直すのである。「新しい環境のなかで
静かな場所に一人でいる時間、あるいは同じよ
うな行動をとる SといることがMにとっての
安心であり、クールダウンのような時間なので
はないかと感じた」という。「保育室を出て行
く＝居心地が悪い。いたくない場所」から、「M
が戻ってきたいクラス」にしていくため、「今
のMの姿や、Mの思いを受けとめていく」こ
とから始めたということである。

２）他の子どもがMを意識でき、否定的に見
ないようにする

Hm保育者は、他の職員が保育室にいる時は
Mのところに行き一緒に遊び、保育室を出て
行くMに「ホールに行ってきます」とだけ言っ
てから出て行くように伝えており、保育室から
出ていくことを否定せず、認める。そのような
Mを否定しない姿をクラスの他の子どもたち
が日常的に見ていることになる。
Mは絵本や歌などが始まると部屋の隅で遊

び出したり保育室を出て行ったりする。その
Mがたとえ戻ってこなくても、Hm保育者は
「Mに始まるよと言いに行く」とクラスの子
どもたちに伝えてからMに声をかけている。
この行為は、Mもクラスの一員であることを
他の子どもたちに伝えることになる。
毎日、保育室から出て行っていたMである

ため、他の子どもも日常的にこのような保育者
の対応を見ていると、やがて子どもから「M
は？」や「先生、M、ホールにおるで」とM
を意識した言葉が出るようになっている。Hm
保育者は、Mの行動を他の子どもが否定的に
とらえてほしくないという思いから、「Mは
ホールにおりたいんて。行きたかったら行って
おいで」と返す。すると、Mのところに行っ
て遊ぶ子どもも出てきたという。最初は同じク
ラスの子どもとわかっていなかったMも、し
だいに同じクラスだとわかってくると、部屋か
らブロックで作ったバンバン（銃）をもってく
るように伝えたり一緒に遊んだりするなど、友
達との関わりができていった。
Hm保育者のこのような対応は、Mだけで

なく、他の子どももしたいことがあればしてよ
いことが認められるということでもある。した
がって、２月の劇ごっこの練習に参加しないで
Mと一緒に「お客さん」になって見ている子
どもがクラスの半数以上にもなったこともある
と報告されている。
保育室から出て行くMを認めることが、M

とクラスの子どもとを切り離すのではなく、か
えってお互いの存在に気づき、つながっていく
ことになったのである。結果的に、Mも他の
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子どもたちもクラスの活動に参加しようという
気持ちにつながっている。
３）Mの友達に対する意識の変化を見守る
最初は、同じような行動をとる SがMの唯

一の遊び相手であり気になる存在であったが、
しだいにMは Sだけでなく他の子どもへの関
心が出てくる。Hm保育者はそのMと他の子
どもとの関係の広がりと深まりをていねいに見
守っている。
９月、活発で目立つ存在の Zたちと同じよ

うにMは雲梯や登り棒に挑戦し、初めて上ま
で登った時の言葉が「Z見てる？」であった。
保育者が ZにMが呼んでいることを伝え、Z
から「すげー！」と言葉をかけられたMは誇
らしげな様子を示す。このMの姿から、保育
者だけでなく友達から認められたいという思い
が人一倍強く出てきたと実践記録に書かれてい
る。１０月の保育者がいないところでの子ども同
士のお茶の入れ合いでは、Mは日ごろ玩具を
取りあう相手のKのためにお茶を入れて床を
濡らしている。Hm保育者は、「Kがお茶飲み
たいって言ったから、Mが入れたの？」「やか
ん重かったやろう？」とMの行為を認めた言
葉をかけている。
このように、Mがクラスの友達がわかり、

一緒にする遊びや生活が楽しくなるにつれ、友
達から認めてもらうことを求め、他の子どもも
Mのことがわかり、存在を認めるようになっ
ていっていることがわかる。一連のMと子ど
もたちの関係の広がりと深まりをHm保育者
はていねいに見守り、つないでいっている。
４）Mの「やらない」は複雑な思いの表れで

あることを理解する
Mは歌や絵本の時間に参加しない。５月の

参観日のチューリップの歌も同様であったの
で、母親がなぜ歌わないかMに尋ねたところ
「わかんないんだもん」と答えたという。それ
を母親から聞き、Hm保育者はMにとってわ
かりやすい、参加したい活動を考えるようにな
る。
当日は体調不良で欠席になった運動会の競技

の練習でも、大好きなリレー以外のリズムや通

し練習に参加しないMを受け入れて、無理強
いをしないで部分的に参加できるようにする。
２月の発表会では、体を動かすことが好きな

Mが自信をもってやりたいと思えるようにM
も好きな『どうぶつサーカスはじまるよ』の絵
本を題材にした劇ごっこを行う。劇ごっこの練
習は、いつもMがいるホールで行い、初めは
自分のシールマークと同じライオン役をやって
いた。しかし、遊戯室での通し練習になると、
Mは「やらない」、「お客さんがいい」と部屋
の後ろに行き練習を見るようになる。すると、
他の子どもたちもMと一緒に見るようになり、
半数以上が参加しない時もあったという。他ク
ラスの保育者が、保育室で遊ぼうと声をかけて
も、Mは「どうぶつサーカス見てる」と遊戯
室で劇を見ている。そのうちにライオンだけや
最後の歌だけなど部分的に参加するようにな
る。ところが、最後の通し練習では「ほんとう
はゾウさんがいいんだよね」と話したことから
急遽ゾウに変更をすると、練習も当日も一通り
参加している。
なぜ劇ごっこの練習をしぶるかについては、

ライオンの衣装をつけると「かわいい」と言わ
れるのが嫌で「かっこいい」と言ってほしいと
母親に話したという。衣装の違いもあるが、劇
ごっこのライオンは輪くぐりなのに対して、ゾ
ウはダンベルの重量あげをする。「かっこいい」
にあこがれるMには重量あげを「かっこいい」
と思えたとも考えられる。また、急遽やったゾ
ウの役もずっとお客さんで見ていたことからや
ることができたともいえる。Mにとっては「見
る」ことが劇ごっこに「参加する」うえで重要
な意味をもつ活動なのである。
Hm保育者は、Mにとっては初めての行事

となる生活発表会で、「やらない」の言葉に、
「わからない」、「上手にできないかも」、「恥ず
かしい」、「でもみんなと一緒にやりたい」とい
う様々な気持ちが交錯していたのだと理解をし
ている。「やる」には「やりたい」だけでなく、
「やれる」自信も必要である。それまでのM
の「やらない」にもいろいろな葛藤があっての
言葉や行為になっていることを受けとめ、無理
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強いはしないでも声をかけ、Mのやりたいと
ころを認めてきている。
そのような保育者の受けとめ方によって、M

は劇に参加し、クラスのなかでも好きな遊びを
見つけて遊ぶようになり、気の合う友達に関わ
ろうとするようになっている。時折ふらっと出
ていくことはあっても、どこにいるかはわか
り、Hm保育者の呼びかけに必ず答え、保育室
に戻ってくるようになったという。そして、進
級前には「ずっとR組がいい」とまで言うよ
うにクラスが安心できる場になっている。

（２）Tr 保育者の保育に対する意識と関わり
１）Rの関わり方について職員間で話し合う
Tr 保育者は、「子どもたちが自由でのびのび

できる」保育をしたいという夢があり、Rも含
め、クラスの子どもたちがやりたいことや遊び
たいことを存分にさせたいと思っていた。保育
の計画も予定通りにやらなければという強い思
いもないというように、柔軟な保育の姿勢であ
る。そのため、子どもたちに対して保育の計画
を優先した要求をせず、何をしたいかを子ども
たちと相談しながら保育を行っている。二人担
任であるため、最初は全体の保育をTr保育者
が行い、RにはHr保育者が対応していた。
しかし、保育園には基本的な生活がある。特

に給食の時間帯は午睡やおやつなどの時間にも
影響をするため、この園の流れのなかでも動か
しがたい時間となっている。気持ちの切り換え
に時間がかかり、動作もゆっくりであるRは、
園の生活の流れに乗り切れていない。そのた
め、保育者はすぐには帰ってこないRを給食
の前には呼びに行き、給食を食べるのにも時間
がかかるRを見かねて、側について声をかけ、
さらにはRが求めていなくても食べさせると
いう関わりかたを２歳児クラスから続けてい
た。登園してからの準備や午睡時の着替えなど
も、保育者がRに手をかけて行っていた経緯
があった。
Tr保育者はそのような毎日にRの息苦しさ

を感じとり、保育者間でRの対応について話
し合っている。その話し合いから、全体の保育

をHr保育者が行い、Rの担当をTr保育者が
行うことになる。保育園としての生活の流れや
保育者間の保育の考え方や方法についての共通
認識をもつことの難しさが背景にある。だから
こそ、その時のRの姿を職員間で共有し、保
育を見直すうえでも有意義な話し合いとなった
といえる。
２）Rが自分から部屋に帰るのを待ち、帰ると

「おかえり」と声をかける
Tr 保育者は、これまでのRとの関わりから

ある程度の距離やタイミングを図りながら、R
の今やりたいことをたいせつにして、じっくり
待つという対応をする。声をかけつつも帰って
くるまで部屋で待ち、帰ってきた時には笑顔で
優しく「おかえり」と迎え入れるようにした。
また、Rが求めてくる時を待つという姿勢でい
ると、Rが自分から「ただいま」と嬉しそうに
帰ってくるようになったという。帰ってきたR
に他の子どもも気づくように、最初はTr保育
者から大きな声で「おかえり」を言っていたと
いうことだが、しだいにRから「ただいま」
と帰ってきて、保育者がそれに返すようになっ
ていった。Rも「ただいま」と「おかえり」の
やりとりを楽しみ、Tr保育者が「おかえり」
を返せない時には、「ただいまって言ってるで
しょ」と「おかえり」を求めるようになってき
ている。
このRの変わりようについて、Tr保育者は

Rが帰ってくるという確固たる見通しがあった
わけではないという。とにかくRが満足いく
まで自分のやりたいことをして、部屋に戻るこ
とも自分で決めて帰ってきたからこその笑顔だ
と受けとめている。
３）Rも他の子どももしたい活動を入れる
１０月の運動会の種目は、クラスの子どもたち
と相談して決めている。子どもたちから、ケン
ケンパ、戦いごっこ、リズムなど出されたが、
戦いごっこは女の子たちから反対され、リズム
は全体種目に入っているため、ケンケンパだけ
が残った。種目に肋木を入れることはTr保育
者からの提案である。Tr保育者はいろんなこ
とに子どもたちが挑戦してほしいと願って、夏
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頃から意図的に肋木を使った遊びを取り入れ、
プールが終わってからは肋木を部屋に持ち込ん
でいた。日ごろから子どもたちは肋木で遊んで
おり、体を動かすことが好きなRもよく遊ん
でいた。Tr保育者からの肋木の提案は、子ど
もたちからも「いいね」と認められた。相談の
結果、ケンケンパ→肋木登り→板滑り→ゴール
で保護者とハグに決まる。
運動会の種目の話し合いには、Rは自分から

意見を言うことはないが、みんなが相談してい
る中にいて、その雰囲気を一緒に喜んでいたと
いうことである。
運動会の練習には、Rは押されるなど嫌なこ

とがあると抜けることはあってもあまり抜ける
こともなく参加している。どの子どもも最後に
保育者からぎゅーっと抱きとめてもらうことが
嬉しかったようである。Rのほかにも練習に参
加しない子どももおり、当日参加しないでもあ
りのままの子どもの姿を保護者に見てもらえた
らよいとTr保育者は考えていたが、応援や励
ましあって全員が参加し、最後までやりきるこ
とができた。
この時期のRは、一人遊びが多いが、声を

かけられたら自分から部屋に戻ってくるように
なっており、好きな遊びを周りの子どもたちと
一緒にするようになっている。Rにとっても運
動会は友達をさらに意識する機会になっていた
ようである。楽しい活動をもとに子ども同士が
つながっていっている。
４）クラスの子どもとの関わりによって、Rが

自分でする力をつける
運動会後、新入園児のBが Rを気にかける

ようになったことから、子どもたちがRに関
わるようになる。Rも友達から声をかけてもら
い、助けてもらうことを喜んでおり、しだいに
自分で着替えや準備、片付けなどをする力もつ
けてきた。Rは、友達に誘われて遊びに入るよ
うになり、４歳児クラスになると、自分から遊
びに入れてと言って入るようになっている。ま
た、ムラはあるが時間がかかっても着替えや片
付けなどもするようになっている。保育者との
関係も重要であるが、友達が自分をわかってく

れ、助けてくれる存在であることが実感できる
ことで、Rにとってクラスが安心して生活でき
る空間になり、Rは友達と活動をともにするこ
とができていくようになったといえる。
Rは１歳から入園しているので、他の子ども

たちもRがいることは知ってはいたが、自分
と関係ない存在として受けとめていたのではな
いかと考えられる。それというのも、前述のよ
うに、２歳児クラス当時からRの思いと行動
を待つよりも、園の生活の流れのなかで保育者
がRに声をかけ、手をかけてしまっていたた
め、Rのことは保育者に任せておけばよいとい
う雰囲気が子どもたちにもあったようである。
Tr保育者自身がその雰囲気を壊したいと思っ
ていたという。
Bはそういうことをまったく知らないで１０月

入園をしている。ちょうど、運動会後にクラス
担任がTr保育者一人になった時である。Rに
ていねいに関わる余裕が保育者になくなってき
た時期でもあったのである。その余裕のなさを
Bが見て、「呼んでこようか」とTr保育者に
伝え、友達に「Rを呼びに行くよ」と誘って行っ
たということである。
Tr保育者は、BがいなかったらRと他の子

どもたちとの関係がつくれないままだったので
はないかと思ったようである。しかし、Bが来
た時期が運動会後であったことを考えると、
ちょうどよいタイミングであったといえる。R
が部屋に自分から帰ってくるようになり、「た
だいま」、「おかえり」のやりとりを楽しむよう
になり、さらに運動会の種目決めの相談から練
習、当日まで友達の中で過ごしたことによって
Rも他の子どももお互いがわかってきた時期で
ある。その時期にBが呼びに行ったり着替え
や準備を手助けしたりするようになったので、
今まで保育者がRのお世話をするものだと
思っていた子どもたちが自分たちもできること
に気づいて行動できたのである。

５．まとめ

Hm実践とTr実践から、子どもと保育者が
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保育の時間と空間をどう折り合いをつけていく
かを検討し、以下のことが保育にとって重要で
あることが見出された。

（１）子どもにとって安心できるクラスである
こと

Hm実践のMとTr実践の Rにとって、最
初はクラスが安心できる居場所になっていない
がために保育室を出て行き、クラスの活動に参
加しない状況であった。保育者が自分のことを
わかってくれていると実感でき、友達と一緒に
生活したり遊んだりすることが一人より楽しい
と実感できると、子どもは自らの意思でクラス
に戻り活動に参加する。保育で安心できるとい
うことは、必ずしも子どもが何でも自分の思い
通りにできるということを意味しているのでは
ない。保育者には保育に責任があり、保育の時
間と空間の大枠があるため、無制限な許容はで
きない。Hm保育者は保育室を出ていくことを
認めながらもどこに行くかを言ってから行くよ
うに伝え続けている。それは勝手に出て行って
よいことを認めているわけではない。その一方
で、保育の流れに乗せる保育をすることは子ど
もに息苦しさを感じさせ、帰ってきたくないク
ラスになってしまう。限られた時間と空間の中
において、保育者は可能な限り保育に柔軟性を
もって対応していくことが必要だといえる。

（２）子どもの今の姿と思いをありのままに受
けとめて保育を考える

安心できるクラスであるということは、自分
のありのままを出すことができ、否定されない
で受けとめてくれる保育者や友達であるという
ことである。Hm保育者の言葉を借りると、
「〇〇したらあかん」ではなく「〇〇したかっ
たんやなあ」と相手の気持ちに寄り添い、互い
に認め合える関係である。そのためにも保育者
自身が今の子どもの姿を受けとめ、どんな姿で
もよいという姿勢で関わることがたいせつだと
いえる。
またTr実践においても、保育の流れに乗せ

るような保育者からの声かけや援助は、Rの思

いをわかった行為ではなく、保育園の生活の流
れのためであるため、Rから拒否されている。
Rは気持ちの切り換えに時間が必要であるが、
自分の思いが認められ、したいことをすると自
分の意思で気持ちよく帰るようになっている。
さらに笑顔で「おかえり」と受け入れてもらえ
ることは自分がクラスの一員として認められて
いる気持ちにもなる。Rはそれが嬉しくて、
「ただいま」と自分から言うようになっていっ
た。Rにとって保育者との関係が心地よいもの
になったといえる。
どんな子どもであっても今の姿を受けとめ、

そこから出発する保育が重要である。ありのま
まを受けとめていくことが同時に子ども同士の
関係性をより深くし、保育者が保育を見直して
いくことになる。そのことがひいては、子ども
自身の意思で保育の時間と空間に参加すること
につながるということも、両実践から明らかと
なった。子どもと保育者相互の主体的な保育の
折り合いのつけかたになる。

（３）保育の計画や「あるべき論」の囚われを
崩す

保育者がもともとの保育の計画に囚われてい
ると、その活動を逸脱する子どもを認めること
も保育を見直すこともできない。Mに対して
もRに対しても、保育室から出て行こうとす
るのを止めると抵抗され、活動に誘うと拒否さ
れて、結果的によい方向に保育は進んでいな
い。
保育をこう進めたい、こうあらねばならな

い、そのために子どもたちはこう行動してほし
い、あるいは行動すべきだということに囚われ
ると、子どもの行為を肯定できず否定的に関わ
ることになる。その言動は自分は受け入れられ
ていないと子どもに感じさせ、周りの子どもの
その子どもに対する見方にも影響を与えること
になる。
保育者自身がその囚われを崩すと子どもの側

に立って考えられ、その思いや姿を受けとめる
ことができるといえる。
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（４）子ども同士の関わりを意識的につくる
保育者が子どもを受けとめていくことは基本

的に重要であるが、子どもは３歳くらいから友
達との関係で自分をとらえて、友達に認めても
らうことを求めていくようになる。Mは登り
棒に初めて登った時、Zに評価を求めて、「す
げー！」と言ってもらえたことを誇らしく思っ
ている。さらには、友達のためにしようとする
など友達との生活や遊びを一緒にすることが一
人で遊ぶことよりも面白いことを実感し、いっ
そう友達と深くつながっていくようになってい
る。また、Bたちが呼びにきてくれ、手伝って
くれることが、Rにとっては自分がクラスの友
達から認めてもらえていると感じられることな
のである。友達と一緒にしたい思いがクラスの
活動に参加しようという意欲につながってい
る。
保育者は、子どもたちの関わりの様子をてい

ねいに見守るとともに、偶然を生かしながら一
緒にできる活動を取り入れるなど、子どもを意
識的につないでいくことが必要である。

（５）保育者間で共通認識をもち協力体制をつ
くる

子どものありのままを受け入れ、柔軟に保育
を対応していくことは、たやすいことではな
く、保育者個人の力でできるものではない。二
人の実践者はMやRに対して、苛立ちを感じ
たり、行き詰まったりしている。Hm保育者は
余裕がないとき、出て行こうとするMに「今
は行かないで」と言って、Mから「Hm先生、
ずるい」と言われてしまったという。Tr保育
者は、Rを「なんでこんなに自由すぎるの」と
思うこともあったという。保育者に余裕がない
と子どもを受けとめることは難しい。
二人の保育者が子どもの姿や思いをありのま

ま受けとめてどんな姿も認められるのには、本
人たちの保育観や保育の力量だけではない。話
を聞いてもらい、相談でき、一緒に考え、時に
は保育に手を貸してくれる他の職員の存在が大
きな力となっている。Hm実践では、保育室か
ら出て行くMを他の保育者も気にかけており、

Hm保育者の相談にのり協力をしている。Tr
保育者の場合、３歳児クラスになり、それまで
の担任と交代し、さらにもう一人の担任のHr
保育者とRの理解と対応について共通意識が
十分にできていなかったため、７月までRと
の関わりがうまくいっていない状況があった。
これではRが息苦しく気持ちよく過ごせない
と職員会議で話し合いをすることによって、対
応の仕方を変えていっている。
保育は一人の力ではできない。保育者の思い

や悩みをありのまま受けとめてくれる職員集団
の関係性と支えがあってこそ保育は成り立つの
である。子どものとらえ方や保育のあり方につ
いて対等に話し合え、共通認識をもち、協力体
制をつくっていくことが重要であるといえる。

注

注１ 第５９回全国保育問題研究集会（２０２０年６月６日・
７日）および全国保育問題研究協議会第３８回夏
季セミナー（２０２２年８月２７日・２８日）にて発表。
なお、本稿で取り上げるもう一つの実践にもH
保育者が出るので、この実践の保育者はHmと
する。

注２ 第６１回全国保育問題研究集会（２０２２年６月１１日・
１２日）および第５０回九州保育団体合同研究集会
（２０２２年９月４日）にて発表。なお、本稿では
この実践の保育者名はTrとし、担任のもう１名
をHrとする。

注３ ここの「多目的ホール」とは、保育室の横の広
くとられた廊下部分である。雨天時の遊び場な
どホールとして使用されている。以下「ホール」
と表記する。

注４ Tr実践では、子どもの名前に「ちゃん」がつけ
られているが、ここではHm実践と揃えてすべ
て「ちゃん」を削除して表記する。

注５ 西村敏雄『どうぶつサーカスはじまるよ』福音
館書店 ２００９年
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